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研究期間及び研究経費：平成２２年度～平成２３年度（２年計画） ９８百万円 

項 目 要   約 

１．研究開発の概要 

 

ナトリウム冷却型高速増殖炉の内的事象と外的事象（地震）に対する確率

論的安全評価（ＰＳＡ）手法を開発するため、以下の分析・評価を実施す

る。 

  ①炉心冷却機能喪失に伴う炉心損傷の発生頻度の自然循環崩壊熱除

去失敗を考慮した分析 

  ②免震特性を考慮した地震応答解析における水平動と上下動の連成効

果の評価 

  ③免震特性を考慮した損傷確率評価のための応答係数の設定方法の提

示 

２．総合評価 ・福島第一原子力発電所の事敀の教訓として、安全性向上に確率論的安全

評価（ＰＳＡ）が今まで以上に活用されようとしている状況の中で、PIRT

（Phenomena Identification and Ranking Table）による丌確実さパラメータの

選定、解析コードの結果とリンクした応答曲面法の適用等、新しい技術の導

入を積極的に進め、優れた成果が挙げられている。また、事敀シーケンス

とアクシデントマネジメント対策を対で評価する等、今後の適用について大き

な期待が持てる。 

Ｓ）極めて優れた成果が挙げられている。 

Ａ）優れた成果が挙げられている。 

Ｂ）一部を除き、相応の成果が挙げられている。 

Ｃ）部分的な成果に留まっている。 

Ｄ）成果がほとんど挙げられていない。 
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